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 思い出深い運動会になりました。  
先週は、カイザー高校で、小中運動会を開催することができました。心配された天気も何

とか晴れてほっとしました。前週が台風の影響で、休校となり、全体練習もできないままの

本番となりましたが、子どもたちは、本当によく頑張ってくれました。昨年より、種目が一

つ増えたのですが、時間的には、昨年より早く終了することができました。運動会当日には、

たくさんの保護者にご参観いただき、熱心にご声援いただきました。本当に、ありがとうございました。三澤総領

事ご夫妻をはじめてとしてたくさんのご来賓のご参観の中、子どもたちは、最大限の活躍をしてくれました。子ど

もたちは、保護者のご声援に応えるように、最高の頑張りを見せてくれました。子どもたち一人として、ゴールで

きなかった子どもはいませんでした。私のとっても本当に思い出深い運動会になりました。運動会終了後、お子様

と笑顔で帰られるご様子を拝見しながら、改めて本年度の運動会の成功と子どもたちの可能性を感じることができ

ました。本当にありがとうございました。運動会での達成感や思い出を大切にして、今後の学習に生かしていける

ように指導していきたいと思います。ご参観、ご協力、本当にありがとうございました。 

 運動会で、本校の良さが再確認できたシーンがありました。それはリレーの時のことです。会場として借用させ

ていただいたカイザー高校のグランドは、現在、改修工事中でした。そのため、1レーンが凹凸があり、子どもたち

が怪我をする危険性がありました。コーン等を配置し安全確保はしていたのですが、レース開始前には、保護者会

の皆様や理事会の皆さんが、全員で、1レーンに立たれ、教員と一緒に子どもたちの安全確保を行ってくれました。

本当に素晴らしいと思いました。保護者会や理事会のご協力により、リレーは安全に大いに盛り

上がりました。改めて、本校が保護者、理事会、学校が三位一体となって子どもたちを育ててい

ること感じることができました。これからもこのことを大切に，学校運営を行っていきたいと思

います。今後とも、ご協力お願い致します。保護者や理事会の期待に応えられるように、職員一

同頑張っていきます。 

 「啐啄同時」「啐啄同機」（仏教用語）  
以前勤めた学校の校長室に「啐啄同機」という色紙がありました。その時は、良く

意味が分からなかったのですが、調べて見ると、「啐」は卵から雛が孵るとき、母鳥

が卵の殻をつつくことを言います。また「啄」は、内側から雛が殻をつつくこと言い

ます。この両者の行動が一致した時、卵の殻が割れて新しい生命が誕生すると言う意

味だそうです。学習に関しても同じで、子どもたちが興味や関心を持てた時に、回り

の大人がそれを支えていくと学習した内容が確実に身に付きます。学校では、子どもたちが学習に対して興味

関心が持てるように、授業改善に努めていきたいと思います。ご家庭でも、子どもたちの夢や目標を大切に、

ご支援いただけるようにお願い致します。 

 古タオルを募集しています。  
学校では、雨天時等のふき取り用のタオルを募集しております。先週の運動会やこれまでの使用

の為に、学校で準備していた水分ふき取り用のタオルが不足してしまいました。 

ご家庭に、廃棄前のタオル等がございましたら、学校へ寄付していただけないでしょうか。有効に

活用させていただきたいと思っております。ご協力お願いいたします。 


